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１． まえがき 

今回研究を始めるにあたって、ロジスティ

ック変換について、授業およびゼミを通し

て学んだ。その中で接線分岐や二冪分岐な

どのテーマが挙がったが、a＝4 のピュアカ

オスについてがもっとも興味が湧いたので、

今回の研究テーマを「 はカオ

ス変換か？」にしようと考えた。 
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２． カオスとは何か 

カオスの定義 
IIf →: の連続な写像で 

（１） ｆは初期条件に鋭敏に依存す

る。（初期鋭敏性） 
（２） ｆは位相的に推移的である。

（位相的推移性） 
（３） 周期点は Iにおいて稠密である 

以上の条件を満たせばｆは I でカオス的だ

という。 

３． 初期鋭敏性の証明準備 

４． 初期鋭敏性の証明 

つづいて①～⑤に性質を用いて初期鋭敏性

の証明を行った結果、 は初期鋭敏性をも

つということを示すことができた。 
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５． (2)(3)の証明 

初期鋭敏性の証明と類似の証明を行うこと

で、 は（２）および（３）の条件も満た

すということを示すことができた。 
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６． 結論 

以上より )1(4)(4 xxxf −= はカオス変換で

あるということがわかった。カオス変換は

その定義から例外な点を除き、初期値 か

ら出発した軌道は複雑な動きをする。 
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７． 感想 

今回は実現できなかったが、カオス的な動

きを用いることで、暗号を作ったり音を奏

でたりなど、さまざまな応用の仕方もある

ということを知り、いつかカオス的な動き

を用いたものを作ってみたいと思った。ま

た、研究はピュアカオスに絞ってしまった

が、授業やゼミを通してロジスティック変

換 と い う も の を 学 ん だ 。 そ こ で は

)( xaaxfa −= という何気ない関数から広

がっていく数学の世界があるということを

知り、a=4 のケースだけではなく、2 冪分

岐や接線分岐など他のテーマに関しても今

回の研究を生かし、今後自分で調べていけ

たらと思った。 
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まず、初期鋭敏製を証明するために以上５

つの性質の証明を行った。 
 


